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ASTRO-H搭載BGOシールド用APDセンサ及びアナログシステムの開
発 (II)
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2014年打ち上げ予定のX線天文衛星ASTRO-Hには硬X線撮像検出器・軟ガンマ線検出器が搭載され、バック
グラウンド低減のためにBGOアクティブシールドが用いられる。BGO結晶の読み出しに使用するアバランシェ・
フォトダイオード (APD)は低電力かつコンパクトであるため、個々のBGO結晶を独立な構造体として設計する
ことが可能である。一方で、APDは従来使用されてきた光電子増倍管に比べ増倍率が低いため、ノイズ低減に
特化した「専用」アナログ回路を開発する必要がある。特にASTRO-Hで使用するAPDは静電容量が 250pFと
大きく、雑音特性に優れる低雑音前置増幅器の開発が不可欠であり、また後段の整形回路と組み合わせた最適化
が性能向上の鍵となる。今回、軌道上で想定される温度-15度において大型の BGO(8×8×4cm3) 結晶をAPDセ
ンサ-プロトタイプで読み出し、BGOシールド検出部として必要なアナログ回路の時定数・増幅率等の最適化を
行った。さらに、機上におけるデータ処理系とほぼ等価なシステムを構築し、APDセンサからADCまで一貫し
た性能評価試験を行ったので報告する。上記に加え、本講演ではASTRO-Hで使用するAPDセンサーの全数評
価試験についての現状をまとめ、搭載品のスクリーニングや放射線耐性・温度サイクル試験等の環境試験結果に
ついても報告する。


